
寡
占
企
業
の
最
適
広
告
支
出
に
関
す
る
小
論

松
　
川

周
　
　
二

　
一
般
に
寡
占
産
業
に
お
い
て
は
、
寡
占
企
業
間
の
価
格
競
争
の
比
重
が
低
下
し
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
非
価
格
競
争
が
支
配
的
で

あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
広
告
支
出
が
非
価
格
競
争
の
最
も
有
力
な
手
段
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
る
産
業
が
多
い
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。

　
広
告
の
経
済
的
効
果
に
は
、
そ
れ
が
消
費
者
に
製
品
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
需
要
を
増
加
さ
せ
、
最
終
的
に

は
規
模
の
経
済
性
を
実
現
し
、
価
格
を
引
き
下
げ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
積
極
的
な
側
面
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
寡
占
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

業
間
の
は
げ
し
い
広
告
競
争
は
、
消
費
者
に
「
過
剰
」
な
情
報
と
高
価
格
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
広
告
の
相
反
す
る
経
済
的
効
果
を
企
業
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
あ
る
寡
占
企
業
の
広
告
支
出
の
増
加
は
、
一
方
で
平
均
費
用
を
増
加
さ
せ
る
が
、
他
方
、
そ
れ
は
当
該
企
業
の
製
品
に
対
す
る
需

要
を
増
加
さ
せ
る
。
一
般
に
、
こ
の
よ
う
な
需
要
の
増
加
は
、
広
告
に
よ
る
新
し
い
需
要
の
創
出
や
他
の
寡
占
企
業
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
シ
ェ
ァ
ー
の
低
下
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
寡
占
企
業
は
追
随
的
な
あ
る
い
は
報
復

的
な
広
告
支
出
を
含
め
た
販
売
促
進
政
策
を
と
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
従
っ
て
、
広
告
の
効
果
は
、
次
第
に
逓
減
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
程
度
は
産
業
構
造
と
他
の
寡
占
企
業
の
反
応
（
奉

　
　
　
寡
占
企
業
の
最
適
広
告
支
出
に
。
関
す
る
小
論
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
四
六
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
四
七
〇
）

き
ま
ｂ
）
に
依
存
す
る
。
し
か
し
寡
占
理
論
一
般
に
共
通
す
る
よ
う
に
、
他
の
寡
占
企
業
が
ど
の
よ
う
に
反
応
す
る
か
を
確
実
に
予

想
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
我
々
は
本
論
に
お
い
て
、
以
上
の
点
を
考
慮
し
て
、
寡
占
企
業
の
動
学

的
な
最
適
広
告
政
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
広
告
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
広
告
と
産
業
集
中
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
実
証
的
な
研
究
は
多
い
が
、
経
済
学

の
企
業
理
論
の
視
点
か
ら
な
さ
れ
た
広
告
の
経
済
的
効
果
と
最
適
な
広
告
支
出
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
。

　
ド
ー
フ
マ
ソ
・
シ
ュ
タ
ィ
ナ
ー
（
Ｕ
◎
ま
昌
彗
・
射
・
勺
・
９
ｏ
◎
置
篶
『
）
〔
ご
は
、
あ
る
独
占
的
企
業
に
対
す
る
需
要
が
そ
の
製
品
の
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

と
広
告
支
出
額
と
の
関
数
で
あ
る
と
い
う
想
定
の
も
と
で
、
静
学
的
な
利
潤
極
大
化
の
最
適
広
告
支
出
額
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
広
告
の
累
積
的
効
果
（
あ
る
時
点
で
の
広
告
は
そ
れ
以
後
の
需
要
に
も
効
果
を
及
ぼ
す
）
を
考
慮
し
た
モ
デ
ル
と
し
て

は
、
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
ー
ー
ウ
ォ
ル
フ
（
竃
．
－
．
く
竃
当
Ｏ
彗
Ｏ
甲
軍
事
９
｛
）
〔
り
〕
と
ナ
ー
ロ
ブ
Ｈ
ア
ロ
ー
（
オ
Ｏ
ユ
◎
き
竃
．
彗
ｑ
声
－
ト
昌
◎
考
）
〔
３

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
時
問
を
含
ん
だ
動
学
的
な
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
・
ウ
ォ
ル
フ
〔
ｏ
〕
は
、
広
告
が
売
上
高
の
変
化
率
に
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
と
想
定
し
、
ま
ず
第
一
に
、
売
上
高
水
準

を
一
定
に
維
持
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
広
告
支
出
が
必
要
で
あ
る
か
、
次
に
あ
る
一
定
期
問
一
定
額
の
広
告
支
出
を
行
う
と
売

上
高
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
し
た
。

　
ま
た
、
ナ
ー
ロ
ブ
・
ア
ロ
ー
〔
３
は
、
ド
ー
フ
マ
ソ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
〔
ご
の
モ
デ
ル
を
広
告
の
累
積
的
効
果
を
考
慮
し
て
一
般
化

し
、
長
期
利
潤
を
極
大
化
す
る
よ
う
な
最
適
広
告
支
出
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
我
々
は
以
下
、
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
・
ウ
ォ
ル
フ
〔
ｏ
〕
の
広
告
と
売
上
高
の
関
係
を
一
般
化
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
長
期
利
潤
を
極
大
化
す

る
よ
う
な
広
告
支
出
の
問
題
を
検
討
し
、
ナ
ー
ロ
ブ
・
ア
ロ
ー
〔
３
と
同
様
、
動
学
的
な
最
適
広
告
支
出
政
策
を
明
ら
か
に
す
る
。



１

　
我
々
が
想
定
す
る
寡
占
企
業
は
、
生
産
物
の
価
格
が
プ
ラ
イ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
ブ
（
肩
－
８
－
＄
箒
易
巨
り
）
制
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
産
業
に
あ
る
も
の
と
す
る
。
そ
れ
故
、
生
産
物
に
対
す
る
需
要
は
主
と
し
て
、
広
告
な
ど
の
販
売
促
進
政
策
に
依

存
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
企
業
に
お
い
て
、
も
し
予
想
さ
れ
る
利
潤
の
現
在
価
値
（
１
１
長
期
利
潤
）
を
極
大
化
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
最
適

な
広
告
支
出
政
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
よ
う
。

　
企
業
は
単
一
の
生
産
物
を
生
産
し
、
生
産
量
を
北
、
生
産
物
価
格
を
ｐ
、
費
用
関
数
を
ｏ
（
崇
）
と
す
れ
ば
、
広
告
支
出
を
行
う
ま

え
の
企
業
の
利
潤
（
詞
）
は
、

　
　
　
’
蔓
１
１
、
旨
Ｉ
Ｏ
（
と
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

と
な
る
。
こ
こ
で
、
生
産
物
価
格
は
産
業
全
体
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
、
当
該
企
業
に
と
っ
て
は
所
与
で
あ
る
。

　
次
に
、
企
業
が
お
こ
な
う
フ
ロ
ー
と
し
て
の
広
告
量
を
五
と
し
、
販
売
量
（
１
１
生
産
量
）
北
と
の
間
に
次
の
よ
う
な
関
係
を
想
定
す

る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
暑
１
－
Ｏ
（
｛
一
暑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

で
、　

　
　
　
ｏ
』
Ｖ
◎
一
〇
隻
く
◎
一
Ｐ
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
広
告
量
（
Ａ
）
は
販
売
量
の
時
問
的
な
変
化
率
（
・
北
）
に
正
の
影
響
を
及
ぽ
し
、
そ
の
効
果
は
逓
減
的
で
あ

　
　
　
寡
占
企
業
の
最
適
広
告
支
出
に
関
す
る
小
論
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
（
四
七
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
四
七
二
）

る
が
、
そ
の
程
度
は
広
告
の
種
類
や
方
法
、
顧
客
の
反
応
お
よ
び
他
の
寡
占
企
業
の
反
応
に
依
存
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
広
告
量

が
一
定
な
ら
ぱ
、
販
売
量
の
水
準
が
高
い
程
、
需
要
は
市
場
の
限
界
（
１
１
飽
和
水
準
）
に
近
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
広
告
の
販
売

量
に
及
ぽ
す
効
果
は
小
さ
く
な
る
。
さ
ら
に
、
販
売
量
に
は
商
品
の
陳
腐
化
に
よ
っ
て
自
然
的
低
下
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

量
（
北
）
は
そ
れ
自
身
の
変
化
率
（
・
北
）
に
負
の
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
企
業
が
以
上
の
よ
う
な
広
告
量
と
販
売
量
の
関
係
を
想
定
し
、
さ
ら
に
９
を
予
想
さ
れ
る
利
潤
に
対
す
る
割
引
率
、
　
ぴ
を
広
告

（
合
成
財
と
み
な
す
）
の
単
位
当
り
の
価
格
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
時
問
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
と
予
想
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
次
の
よ

う
な
最
大
化
の
問
題
と
し
て
、
モ
デ
ル
を
定
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

§
つ
誉
一
－
ミ
ト
マ
、
、
、
、

馨
一
壮
ギ
）

こ
れ
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

つ
の
変
分
法
の
問
題
で
あ
る
。

皿

　
我
々
は
以
下
、
与
え
ら
れ
た
問
題
を
解
く
こ
と
に
し
よ
う
。

変
数
を
刃
と
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
申
１
ー
ざ
（
暮
）
－
負
・
ト
十
、
・
Ｏ
（
』
二
）

そ
と
で
、
ハ
ミ
ル
ト
ソ
関
数
（
霊
唱
葦
旨
｛
…
２
旨
）
を
Ｈ
、

補
助



と
な
り
、
五
に
関
す
る
Ｈ
の
極
大
化
条
件
よ
り
、

　
　
　
　
、
・
Ｏ
』
（
』
一
べ
）
１
ー
ミ

と
な
る
。
ま
た
刃
に
っ
い
て
、
（
＼
Ｖ
ｏ
）

　
　
　
　
、
１
１
£
１
９
、
（
べ
）
十
、
Ｏ
×
』
二
）
］

を
得
る
。
そ
れ
故
、
変
数
（
ン
ト
ベ
）
に
っ
い
て
三
っ
の
徴
分
方
程
式
に
よ
り
体
系
は
、

　
　
　
　
、
Ｏ
』
（
』
一
暑
）
１
－
負
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
杜
）

　
　
　
　
～
１
１
～
１
０
×
ト
↑
）
｝
二
ー
ミ
、
（
と
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９

　
　
　
　
暮
１
ｌ
Ｏ
（
ト
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９

　
　
（
６
）

と
な
る
。
こ
こ
で
、
旧
式
よ
り
、

　
　
　
　
司
、
（
べ
）
１
ｌ
ｂ
ｌ
Ｏ
、
（
べ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
３

で
あ
る
。
い
ま
、
↑
ｏ
式
を
五
に
っ
い
て
解
き
、
そ
の
関
数
を
¢
と
す
る
と
、

　
　
　
　
ト
ー
１
芯
（
戸
暑
一
ミ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
一

と
な
る
。
↑
ｏ
式
よ
り
、

　
　
　
　
～
ト
ー
　
Ｈ
　
Ｏ
』
　
　
～
ト
ー
　
Ｏ
き

　
　
　
　
§
１
１
■
Ｏ
≧
　
　
ぎ
ー
ｌ
Ｏ
隻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
９

で
あ
る
か
ら
、
、
Ｖ
ｏ
と
側
式
よ
り
ｏ
隻
く
◎
一
〇
』
Ｖ
◎
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぼ
、
、
ト
＼
§
Ｖ
ｏ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
ｏ
ミ
が
Ｖ
◎
（
〈
ｏ
）
）
な
ら
ば
、
、
ト
＼
ミ
Ｖ
◎
（
〈
◎
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
我
々
は
ｏ
き
が
負
で
あ
る
も
の
と
仮
定
し

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
広
告
が
販
売
量
の
変
化
率
に
－
及
ぽ
す
限
界
的
な
効
果
は
、
販
売
量
の
水
準
が
高
い
程
、
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
寡
占
企
業
の
最
適
広
告
支
出
に
関
す
る
小
論
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
（
四
七
三
）



　
　
　
立
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五
八
（
四
七
四
）

　
（
７
）

あ
る
。
そ
の
結
果
、
我
々
は
¢
関
数
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
》
Ｖ
◎
一
許
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

の
関
係
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
倒
式
を
用
い
て
、
↑
ｏ
向
式
よ
り
五
を
消
去
す
る
と
、

　
　
　
　
～
１
１
［
勺
Ｉ
Ｏ
』
呉
、
ふ
）
ふ
｝
］
～
－
司
、
（
暮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘

と
な
る
。
そ
こ
で
、
側
式
と
¢
功
式
の
右
辺
を
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
　
　
、
（
ン
ベ
）
１
１
［
勺
１
０
Ｘ
呉
、
ふ
）
二
｝
冒
－
司
、
（
註
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
　
　
　
内
（
ン
ベ
）
１
１
具
呉
卜
註
）
二
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

と
お
く
と
、
微
分
方
程
式
体
系
は
、

　
　
　
　
■

　
　
　
　
～
１
Ｉ
Ｘ
～
ふ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

　
　
　
　
暮
１
１
灼
（
シ
ベ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

で
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
い
ま
、
連
立
徴
分
方
程
式
岬
陶
式
に
お
い
て
、
、
１
１
◎
一
註
１
１
◎
を
満
た
す
よ
う
な
刃
お
よ
び
北

を
そ
れ
ぞ
れ
、
、
一
べ
。
と
記
し
、
そ
れ
ら
が
～
Ｖ
◎
一
旨
Ｖ
◎
の
領
域
に
存
在
す
る
も
の
と
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
¢
４
陶
式
よ
り
、

　
　
　
　
Ｘ
～
！
、
）
１
１
◎

　
　
　
　
灼
（
～
！
烹
）
１
１
◎

で
あ
る
。
議
論
を
均
衡
解
の
近
傍
に
限
定
し
、
ア
関
数
お
よ
び
ｇ
関
数
を
均
衡
解
（
〉
、
）
で
テ
ー
ラ
ー
展
開
す
れ
ば
、

　
　
　
　
～
１
１
■
半
（
～
１
淳
）
十
卜
＊
（
崇
－
烹
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛



　
　
　
　
と
Ｈ
讐
共
（
、
１
、
共
）
十
筆
（
暑
１
、
半
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
§

と
な
る
。
一
般
に
、
連
立
徴
分
方
程
式
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
卜
。
い
共

　
　
　
　
、
１
１

　
　
　
　
　
　
讐
。
筆
。

と
す
れ
ば
、
デ
タ
、
、
・
ナ
ン
ト
（
｛
、
叶
）
１
が
負
の
と
き
鞍
点
解
を
も
っ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
・

　
　
　
　
　
　
　
卜
。
い
。

　
　
　
　
ｏ
、
一
、
、
曳
筆
半
１
ｌ
ｂ
、
筆
半
．
ト
、
寧
崇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛

　
以
下
、
我
々
の
モ
デ
ル
が
鞍
点
解
を
も
つ
か
ど
う
か
を
み
て
み
よ
う
。
ｏ
劣
式
よ
り
・

　
　
　
　
卜
１
Ｉ
Ｉ
Ｏ
き
．
》
．
、
十
［
勺
ｌ
Ｐ
（
尽
ふ
）
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
卜
Ｈ
Ｉ
（
ｐ
』
．
許
十
〇
簑
）
二
－
司
、
、
（
会
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

と
な
る
。
こ
こ
で
、
○
曼
く
◎
・
》
Ｖ
ｐ
Ｐ
〈
◎
一
許
く
◎
を
考
慮
し
、
ｏ
簑
十
ｐ
ミ
ミ
（
と
）
Ｈ
Ｉ
ｏ
、
、
（
旨
）
十
◎
と
仮
定
す
れ
ば
・

　
　
　
　
ｂ
Ｖ
◎
・
ト
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

と
な
る
。
ま
た
、
崎
式
よ
り
、

　
　
　
　
讐
Ｈ
Ｑ
』
．
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
筆
…
ｐ
＋
Ｑ
』
．
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

と
な
り
、

　
　
　
　
讐
Ｖ
◎
・
筆
く
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

で
あ
る
。
従
つ
て
、
胸
帥
的
式
よ
り
、
ｑ
ｇ
ト
〈
◎
と
な
り
、
我
々
の
モ
デ
ル
は
鞍
点
解
を
も
っ
。
こ
こ
で
０
４
蝸
式
よ
り
・

　
　
　
寡
占
企
業
の
最
適
広
告
支
出
に
関
す
る
小
論
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
（
四
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
七
巻
．
第
三
号
一
　
－
　
　
　
　
　
　
六
〇
一
五
七
六
〉

　
　
　
～
、
＼
～
べ
Ｔ
Ｈ
０
１
１
１
、
べ
＼
〉
〈
◎

　
　
　
　
ｏ
　
．

　
　
　
劃
（
、
）
１
－
卜
Ｖ
◎

　
　
　
§
＼
ミ
ー
Ｈ
ｅ
１
１
１
筆
＼
曽
Ｖ
◎

　
　
　
　
９
　
．

　
　
　
剥
（
会
）
１
１
筆
く
◎

で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
図
１
１
の
よ
う
な
フ
ェ
ー
ズ
・
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
（
暮
四
。
。
、
，
昌
、
・
。
、
、
旨
）
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ

　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
Ｏ

　
　
　
　
　
　
昌
　
　
　
　
冒
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
　
　
　
　
　
　
、
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
■

　
　
　
　
　
　
皿

　
図
－
２
よ
り
・
我
々
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
企
業
の
動
学
的
な
広
告
支
出
政
策
が
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
販
売
量
の

■
劣

）Ｏ

、
…

（
免

＊

１

‘
－
１
１
‘
■
１
１

”

一
養
…
え
　
一

）０（”

・■‘

■
　
０
）
パ
０
）

Ｏ

１
（
叫



初
期
値
を
久
◎
）
と
し
、
そ
れ
が
均
衡
値
（
、
）
の
近
傍
に
あ
る
と
き
、

　
Ｘ
ｏ
）
〈
べ
米
た
ら
ぼ
、
宍
◎
）
Ｖ
寺
で
あ
り
、
》
Ｖ
Ｐ
許
く
◎
よ
り
、
ト
（
◎
）
Ｖ
ト
米
で
あ
る
か
ら
、
図
１
２
よ
り
、
べ
Ｖ
◎
一
、
Ｖ
◎

と
な
り
、

　
　
　
　
ト
ー
－
享
二
＼
専
十
景
く
専

か
ら
、
ト
Ｖ
ｏ
と
な
る
。

　
呉
ｏ
）
Ｖ
、
な
ら
ぼ
、
六
◎
）
〈
烹
で
あ
り
、
』
（
◎
）
〈
ト
！
べ
く
◎
一
、
〈
◎
で
あ
る
か
ら
、
ト
〈
◎
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
以
上
の
こ
と
か
ら
我
々
は
次
の
定
理
を
得
る
。

　
ｎ
定
理
］

　
も
し
販
売
量
の
初
期
値
（
呉
◎
）
）
が
均
衡
値
（
青
）
よ
り
も
小
さ
い
な
ら
ぼ
、
ｘ
◎
）
に
対
応
し
て
初
期
の
広
告
量
（
ト
（
◎
）
）
を

決
定
し
（
ト
（
◎
）
Ｖ
ト
米
）
、
以
後
、
広
告
量
（
五
）
を
均
衡
値
ト
＊
に
近
づ
げ
る
よ
う
な
政
策
を
と
る
。
ま
た
逆
に
、
販
売
量
の
初
期

値
（
Ｘ
Ｏ
）
）
が
均
衡
値
（
べ
共
）
よ
り
も
大
き
い
な
ら
ぼ
、
え
◎
）
に
対
応
し
て
初
期
の
広
告
量
ト
（
Ｏ
）
を
決
定
し
（
ト
（
◎
）
〈
ト
恭
）
、

以
後
、
広
告
量
（
五
）
を
均
衡
値
に
近
づ
げ
る
よ
う
な
政
策
を
と
る
。
そ
し
て
均
衡
値
が
達
成
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
維
持
す
る

こ
と
が
最
適
な
政
策
で
あ
る
。

　
　
ｏ
〇
　
一
般
に
、
前
者
は
「
情
報
提
供
的
」
広
告
、
後
者
は
「
説
得
的
」
広
告
と
呼
ぱ
れ
る
。

　
　
似
　
こ
の
方
面
の
研
究
と
し
て
は
、
Ｏ
◎
昌
彗
冒
彗
Ｐ
考
豪
９
冨
〕
一
↓
¢
嚢
胃
〔
。
◎
〕
な
ど
が
あ
る
。

　
　
倒
　
静
学
的
な
モ
デ
ル
で
、
販
売
高
極
大
化
仮
設
と
広
告
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
、
匝
書
昌
◎
－
〔
ご
、
ま
た
、
寡
占
理
論
に
企
業
の
広
告

　
　
　
支
出
を
考
慮
し
た
も
の
と
し
て
奥
口
〔
７
〕
が
あ
る
。

　
　
↑
ｏ
　
ｏ
倒
式
の
条
件
を
満
た
す
よ
う
な
特
殊
な
例
と
し
て
、

　
　
　
　
寡
占
企
業
の
最
適
広
告
支
出
に
関
す
る
小
論
（
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
（
五
七
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
）

六
二
（
四
七
八
）

　
　
　
　
・
　
　
　
ミ
ー
べ

　
　
　
　
べ
１
－
、
ト
　
　
　
ー
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
宇
は
販
売
量
の
反
応
係
数
で
あ
り
、
〃
は
飽
和
水
準
を
示
す
。
刃
は
販
売
量
の
自
然
的
低
下
係
数
で
あ
り
、
急
速
に
陳

　
腐
化
す
る
も
の
と
か
競
争
の
激
し
い
場
合
に
は
刃
の
値
は
大
き
く
、
陳
腐
化
の
遅
い
も
の
と
か
独
占
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
よ
う
次
ブ
ラ

　
ソ
ド
で
あ
る
た
ら
ぱ
刃
の
値
は
小
さ
く
な
る
。
く
巨
巴
¢
彗
ｑ
オ
◎
罵
〔
り
〕
を
参
照
せ
よ
。

働
　
変
分
法
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ぱ
、
声
ミ
◎
事
竃
ｐ
内
…
Ｎ
〔
－
〕
を
参
照
せ
よ
。

ゆ
　
横
断
性
の
条
件
は
、

　
　
　
　
－
昌
、
セ
・
＼
１
１
◎

　
　
　
　
い
↓
８

　
で
あ
り
、
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

○
つ
　
注
↑
ｏ
で
示
し
た
特
殊
ケ
ー
ス
で
は
、
Ｑ
き
く
◎
で
あ
る
。

働
　
議
論
を
均
衡
直
の
近
傍
に
限
定
し
て
い
る
か
ら
、
厳
密
に
は
初
期
値
は
、
均
衡
直
の
近
傍
に
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
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